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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

建材・住宅設備産業協会（J-CHIF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して

日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した

日本工業規格である。これによって，JIS A 2102-1:2011 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS A 2102 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS A 2102-1 第 1 部：一般 

JIS A 2102-2 第 2 部：フレームの数値計算方法 
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日本工業規格          JIS 
 A 2102-1：2015 
 

窓及びドアの熱性能－熱貫流率の計算－ 

第 1 部：一般 

Thermal performance of windows and doors- 

Calculation of thermal transmittance-Part 1: General 

 

序文 

この規格は，2006 年に第 2 版として発行された ISO 10077-1 を基とし，国内の実情を反映させるため技

術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JE に示す。また，技術上重要な改正に関する新旧対照表を附

属書 JF に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，フレームとガラス又は不透明パネルとによって構成する窓及びドアの熱貫流率の計算方法

について規定する。 

この規格は，次のものに適用する。 

－ 異なるタイプのグレージング（単層又は複層，ガラス又はプラスチック，低放射率コーティングの有

無，空気又は他の気体を封入した中空層をもつもの及び中空層を真空にしたもの） 

－ 窓又はドア内の不透明パネル 

－ 様々なタイプのフレーム［木製，プラスチック製，金属製（熱遮断構造を含む。），複数の微小な金属

接合部をもつ金属製又は材料を任意に組み合わせたもの］ 

天窓，出窓，外付け窓及び半外付け窓の熱貫流率は，それらのフレームの熱貫流率が数値計算によって

確定されることを条件に，この規格に従えば計算は可能である。 

グレージング及びフレームの熱貫流率とその接合部の線熱貫流率の既定値を，附属書 C～附属書 E に示

す。 

窓若しくはドアのフレームと建物外壁との間の戸じゃくり及び接合部の熱橋作用などは，この計算から

除外している。 

この計算には，次の事項は含まない。 

－ 日射の影響 

－ 漏気による熱移動 

－ 結露の計算 

－ 二重窓及び結合窓における中間空気層の換気 

－ 屋根部及び底部が現場で工作される出窓の周辺部 

 


